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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　場所：メモリアルホール
テーマ：疥癬の予防と治療薬　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修
日時：11/24（金）17：15～　　場所：2階　会議室
テーマ：「処遇制限について」　　　講師：上野　雅人Ns
対象：看護・介護（新人・初級・中級）

・看護グループ内研修
日　時：11/27（月）～11/30（木）17：20～　　場所：2階　会議室
テーマ：「高齢者用アルコール依存症治療プログラムについて」

講　師：小川CP、小嶋SGM
対　象：看護職員

・医療ガス医療機器等管理委員会より研修会のお知らせ

　AEDの取り扱い方についての研修会を実施するので出席すること。

　①11月17日（金）15：00～15：15（カンファレンス時間内）

　②11月20日（月）11：00～11：15　

　①：柴崎、佐々木、馬場、慶長、戸賀沢　②：石橋、田中、服部、工藤、藤田

　場所：第2診察室もしくは旧デイケア室

・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22（水）19：00～20：30

　場所：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

　申し込み締め切り：11/17(金)正午まで

・青風荘火災避難訓練について

　日時：11/18（土）　9：30～10：30

・インフルエンザ対策について

掲示板の内容を各自確認し、インフルエンザ予防を心がけること。
・賞与評価について

　行動観察メモの書式をメールで送るので、11/22（水）までに作成し提出すること。

　11/15までの、外部研修、委員会などについて自己アピールできることを記入すること。

・勤務変更について

　11/23・24　ナイトケア：慶長→菅原　　　　
11/30　斎藤：ナイトケア→日勤　　　菅原：年休　　　ナイトケア：慶長　
　12/7　工藤：デイケア→年休

・村上元道様のハローワークモデル事業導入について
　ハローワーク障害者担当よりA型就労でのモデル事業を勧めたいとの連絡あり、主治医からの了解も得られたことから、本人の希望である、A型事業所の見学希望が3か所有るので、今後、見学や体験利用を進めていく予定。

・節約について
　⇒トイレの暖房便座のふたを閉めることで、便座の暖房効率がアップするので、ミーティングで利用者様に伝えて、協力して頂くこと。
　⇒ナイトケアで、女性利用者がいない場合には、暖房便座の電源を切るようにする。

　⇒千葉輝夫様の食器洗いの際には、節水のため、洗い桶を使用することになっていたが、最近使用していないようなので、洗い桶を使用すること。
[提出期限]

・12月プログラムテキスト：11/20（月）

・賞与評価：11/22（水）

＜利用者様情報＞

デイケア

・上川原　豊　様～スタッフと一緒に空包の確認をしている。先日から続いている腹痛について尋ねると「まあ・・・」と言葉を濁している。個別に栄養指導を行い、食事内容について確認している。昨日の夕食は、いなり寿司3個、海苔巻きが4個入ったパックを摂取し、本日の朝食は卵とわかめのスープとご飯2杯を摂取したことを話している。先日、卵・乾物わかめ・えび・小魚・麩を購入し、中性脂肪値を指摘されてから食事に気を付けるようになっている様子は窺える。間食については、昨日は摂取していないと話している。今回は、毎食野菜を摂取することでバランスよくなることを伝え、食費についても節約しているため、もやしやキャベツなどの調理方法を説明している。栄養指導を終えると、「退院した時に食べたいものを全部食べたら、満足して今は落ち着いた」と話している。今後も服薬状況と食事内容を確認していく。
・小笠原　キワ様～昨日、デイナイトケア利用者から一方的な話しかけを苦に今週デイケアを休むと話していた為、スタッフ側で対策を講じたことを本人に対面で伝えている。すると、「いろいろ特別にやってもらってるから自分が休めば解決するかなと思って」と話している。相手の病状や対人関係に問題があるため、小笠原様は気にする必要はなく、こちら側の配慮や介入が足りなかったことを謝罪している。「今週は休むけど来週は行きます」と話している。来所時は同様の事が無いように環境面の配慮、相手の言動にも注意をしていく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、先日同様に早朝3時ごろ尿失禁がみられていたとのこと。本日は、コップを常に持ち歩き多飲水傾向が見られることや、トイレに頻回に行っており、声掛け要している。外出要求に関しては、昨日のように階段を降りることや、訴えは聞かれていない。今後も、様子観察し所在確認を行っていく。
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供があり、昨日、排便状況を確認すると「夕方、硬いのが少し出た」と話しており、下剤の希望はなく、服用していない。朝、下剤服用について話すと、「飲みたい」と希望している。来所後も、引き続き、排便状況を確認していく。

・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供があり、昨日、帰荘後眠そうにしていることがあり、就寝前薬服用の際、飲み込むまでに10分以上かかっていることがあったが、朝の服薬時はあまり時間をかけずに服用できていたとのこと。デイナイトケアでは、昼食後薬の服用は問題なく行えている。
・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供があり、昨日、帰荘後、トイレで排便した際、出血したとの訴えあり。出血は拭き取った際にペーパーにつく程度の量であり、便は硬くはないとのことで、時々あると話している。デイナイトケア来所後は、同様の訴えは聞かれていない。
・倉橋　生子　様～昼食後スタッフへ話し掛け、自分の若い時の写真を見せたいから持ってくると話している。写真を持ってくることについて、「色々言われるから、持ってきても良いか聞いてきた」とスタッフに確認している。自分の行動について常に注意している様子が窺える。今後も様子観察していく。

ナイトケア
・藤村　翔　　様～昨日、16：30頃、グループホーム世話人より情報提供有り。先ほど、グループホームを訪問した際、大声で独語していたが世話人が声を掛けると普段通りに対応していたとのこと。デイケア参加時には、変わった様子はなかったことを情報提供している。引き続き観察を続け、必要時介入を行っていく。
・曽我　泰庸　様～昨日、訪問看護ステーション五福より情報提供有り。「日中やることがあればな」と日中が暇であることを話していたためデイケアの利用日を増やすことを提案したとのこと。デイケア来所時にはデイケアスタッフからも利用の促しを行っていく。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（佐々木理佳様）
実施日：H29年11月16日（木）13：30～14：00
担当者：慶長

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	佐々木　理佳様
	性別
	女
	年齢
	35
	生年月日
	S57.7.24

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労に必要な能力を獲得し、就労を目指していく

	本人希望
	仕事を目指していきたい。体力をつけていきたい。

	入院歴
	6回　最終入院H29.6.30～H29.10.12

	通所歴
	青陽館利用　1回目

H29年10月16日～現在　　（週3回/月、水、金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	住居：両親と同居
	家族構成：父、母、姉、弟

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳申請中

自立支援医療受給中


利用までの経緯

H17年2月頃より「皆に責められている、監視されている」「車のナンバーが気になる」などの連絡を母親にしていた。上記よりH18年1月に退職し、自宅にて生活。H18年4月に3年程付き合いのある交際相手との別れについて姉に相談していた頃より体重減少や昼夜逆転が出現。同年4.18にみかわ神経科内科を受診したが詳細不明。母親希望で同年5月11日八戸市立市民病院精神科初診。入院治療を勧めるが、家族・本人が抵抗を示すため、定期的な通院と服薬を開始し徐々に症状軽減。対人過敏性や口臭に対するこだわりは持続していた。その後、担当医に相談無く一般就労を行ない、対人関係や作業ミスの多さにより解雇もしくは離職を繰りしている。また、薬を飲んでいるから良くならないと考え拒薬し、間もなく症状再燃。病的体験に左右されるためH26.5.14同院1回目の入院。以後、上記症状の再燃により同院への入退院を繰り返しているH29.6.1同院入院後、生活訓練も視野に入れた退院支援を希望したことから、H29.6.30当院1回目の入院となる。

次第に病状は安定し、入院中からデイケア体験利用を開始。体験利用後に眠気や疲労感を訴えることがあるが、家族の受け入れが整ったためH29.10.12当院退院しH29.10.16より正式利用開始予定としていた。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく。
	就労支援プログラムに参加し、自身の能力を把握していく。
	就労支援プログラムへ自分から参加し、就労に向けた能力の向上を図る。
	来所時は就労支援プログラムに参加し、就労に向けた能力の向上を図る。また、今後安定した仕事を行えるように自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく。

	
	デイケアでの活動を通じ、体力を向上する。
	エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


【検討内容】

	現状
	今後の対応

	・10/16より正式利用を開始。不安や気になることは無いとのことで、自分から各種プログラムに参加。他者交流の頻度は少ないが、声を掛けられると表情穏やかに対応している。プログラムへは参加しているが、発言は少なく、意欲的な印象は受けない。デイケアへは「あまり来たくないです」「早く仕事ができるようになりたいです」とマイナスな印象を話しており、少しずつステップアップをしながら就労を目指していくことを説明している。

・11/10本人へデイケア利用に慣れてきたか質問すると、就労について一般就労を希望していると話している。先日、家で就労を検索したところ、就業時間が17：00～22：00で週5日間のレジの求人があり、受けてみたい旨を主治医に相談したところ、夜間は止めた方が良いと言われたとのこと。「先生に内緒で受けていいですか？」と話す為、主治医から言われたことを振り返り、相談しながら仕事を決めていくよう説明している。その後、就労継続支援A型の施設について詳しく聞きたいとの希望している。


	今後就労を希望している方だが、今までの経緯を振り返ると、長続きしておらず、対人関係や作業遂行能力に影響があることが考えられる。

デイケアの就労支援プログラムに参加し、自身の能力を把握していきつつ、苦手な能力の向上を図り、自身の状態に合わせた就労を目指していけるように、目標計画を設定している。

設定した目標計画を継続し、就労を目指していけるよう関わっていく。

	追加情報

・11/15就労継続支援A型施設の概要を説明しつつ、今後の就労について面談を実施。説明を静かに聞き、質問はないが、自分から「今までいろんな仕事を受けてきたけども、長く続けることが出来なかったんですよ」と自身の過去の就労状況を話している。理由については「仕事始まると、職場の人に被害妄想を感じてしまって、行けなくなっちゃったんです」「一番最近の仕事は幻聴があって長く仕事できませんでした」と自身の状況を振り返りながら話している。自分で振り返ることが出来ていることを評価し、仕事を行うことによって病状に変化が生じる可能性があることを本人に説明。今後の就労について、施設利用を考えながら順を追ってステップアップを目指していくことを提案すると「前向きに考えてみます」と表情穏やかに話している。11/24に行うハローワークセミナーへの参加を希望しており、今後はデイケアでの就労支援を通じ、病状管理能力を向上しつつ、就労に向けた準備を行うこととしている。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく。


	就労支援プログラムに参加し、自身の能力を把握していく。
	就労支援プログラムへ自分から参加し、就労に向けた能力の向上を図る。
	来所時は就労支援プログラムに参加し、就労に向けた能力の向上を図る。また、今後安定した仕事を行えるように自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく。

	
	デイケアでの活動を通じ、体力を向上する。
	エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


